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ホームページ http://www.musashino-culture.or.jp

ツイッター https://twitter.com/musashino_bunka

フェイスブック  https://www.facebook.com/MusashinoCulture●チケットのお申し込み

☎0422-54-2011
●武蔵野市民文化会館 ●武蔵野芸能劇場 ●武蔵野公会堂 
●武蔵野スイングホール ●吉祥寺シアター ●吉祥寺市政センター 
●武蔵境市政センター  ●中央市政センター

●チケット取り扱い窓口

公益財団法人 武蔵野文化事業団

または、インターネットで

＊曲目・出演者などはやむを得ず変更となることがございます。

＊電話・窓口予約の場合、アルテ友の会に同時入会可能です（年会費1000円）。インターネット予約では同時入会いただけません。

武蔵野市民文化会館 大ホール（中町3-9-11） 会 場

協力：むさし野ジュニア合唱団「風」

ウィーン少年合唱団
カペルマイスター：マノロ・カニン

出演

［日本・オーストリア修好150年記念プログラム］

 J.シュトラウスⅡ：美しく青きドナウ ロジャーズ：エーデルワイス（映画《サウンド・オブ・ミュージック》より）

ヨーゼフ・シュトラウス：水兵のポルカ  J.シュトラウスⅡ：雷鳴と稲妻  ほか

曲目

“天使の歌声”
 「美しく青きドナウ」「エーデルワイス」

ウィーン少年合唱団
世界で愛されるピュアな声、500年以上の歴史を誇る合唱団。
前回公演は早 に々完売！

大人気合唱団が、再び武蔵野に！

5月16日（木）午後7時開演
一般  5000円　友の会  4500円S席

全席指定 一般  4000円　友の会  3600円A席

1000円（要証明・枚数限定）25歳以下

シューベルト：交響曲 第７番 ロ短調 D759   「未完成」
ベートーベン：交響曲 第５番 ハ短調 Op.67 「運命」
ドボルザーク：交響曲 第９番 ホ短調 Op.95 「新世界より」

曲目

ミヒャエル・ザンデルリンク指揮

ドイツ屈指の歴史を誇る名門オーケストラが来日。

「名曲中の名曲」を一挙に演奏します！

ドレスデン・
フィルハーモニー管弦楽団

世界三大交響曲を聴く！
 「運命」「新世界より」「未完成」

7月2日（火）午後7時開演
一般  8000円　友の会  7200円S席

全席指定 一般  7000円　友の会  6300円A席

1000円（要証明・枚数限定）25歳以下
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  4月 6日（土）
            ～6月 9日（日）

■会  期＝

休 館 日＝4月24日（水）、5月7日（火）、
　　　　  8日（水）、29日（水）

移ろう季節を感じて　
― 所蔵作品より ―

開館時間：午前10時～午後7時30分

休 館 日：毎月最終水曜日

                  年末年始、展示替え期間

交通案内：JR、京王井の頭線 「吉祥寺駅」 下車  北口より徒歩3分

〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町1-8-16  コピス吉祥寺A館 7階  ☎ 0422-22-0385

ホームページ　http://www.musashino-culture.or.jp/a_museum/

ツイッター  　https://twitter.com/kichi_museum

フェイスブック  https://www.facebook.com/KichijojiMuseum

武蔵野市立吉祥寺美術館
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永沢まこと 《吉祥寺駅前Ⅰ～Ⅳ》2012年～ 2014年

野田九浦 《竹林》《鵜飼》1908年 ［展示期間：5/9～6/9］

萩原英雄 《三十六富士 花霞》1981年～ 1986年小畠辰之助 《桜図》1960年江藤純平 《新緑》1965年ごろ

（小学生以下・65歳以上・

  障がい者の方は無料）

入 館 料：◦企画展   一般300円  中高生100円

 ◦常設展（記念室）　　　一律100円

世界中に四季のある国は数多く存在しますが、中でも四季の変化が明確な日本

では、季節の移ろいを敏感に感じ、描かれた花や景色から季節を読み取り、そ

の情趣を楽しんできました。本展では、武蔵野市の所蔵作品から、展覧会の会

期に合わせ、春から夏へと移りゆく季節の情緒あふれる作品約30点を紹介い

たします。描かれた時代も制作方法も異なる作家たちが見つめたさまざまな季

節の情景。草木が芽吹き、花咲く春のにぎわいや、夏の爽やかな風情など、作

品を通して表現される季節の新鮮な魅力を感じとり、現代の生活では失われが

ちな季節感や、自然美に対する感性を豊かに磨き上げられる機会となれば幸い

です。 
 ※会期中、一部作品を展示替えします


